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論 文 内 容 の 要 旨
この論文のテ一々 は,対角化可能な代数群の作用するスキームにたいする不動点定理とその一般化であ
る｡ 簡単のため,ある体上で定義された多様体の場合に説明する｡ Tを対角可能な代数群,方をTの作





































を定義し,その局所化定理 (彼はConcentrationtheorem と呼んでいる)を証明している｡ しかし,エタ
ールK理論の複雑さのためいくつかの条件が必要であり,またもっとも重要なコホモロジーの交代和に
ついても不十分な形でしか証明されていない｡
申請者竹田雄一郎氏は,エタールK理論を用いた場合に必要となる仮定なしで上記の問題を完全に解
決するために,同変代数的K理論の局所化定理を証明した｡
竹田氏は,Tが基礎スキーム上で滑らかであるという仮定のもとで基礎スキーム上有限型のスキーム
の同変K理論の局所化定理が成り立つということを証明した｡この結果によって,Thomasonの結果よ
りも弱い仮定のもとでコホモロジーの交代和の公式が完全な形で証明される｡
証明の方法は,まず基礎スキームが体の場合に帰着させ,さらアフィンかつ滑らかな場合に帰着させる｡
次に射影空間への同変埋め込みを作ることによって,射影空間の場合に帰着させる｡ そして最後に射影空
間とその不動点からなる部分多様体の同変K群を計算することによって,同型を確かめることができる｡
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